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交流ナノポア法(ACナノポア法)は，ユニバーサルに様々な微生物を計測可能で，高速・高精
度，小型で現場計測に適した技術である。本研究では微生物サイズの断面(数100nm～数
µm)で長さが数10µm以上のストロー型ナノポアの作製技術を確立し，AC測定の特徴を生か
す広帯域でのインピーダンス測定能を生かした微生物センシングを実現する。さらに清掃現場での
評価から、現場性能に磨きをかける。これらの開発によってACナノポア法の基盤技術を確立しつ
つ微生物同定能を高度化し、住環境における微生物センシングおよび業務清掃における衛生状
態のオンデマンド計測サービスへの展開を図る。
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ACナノポア流体デバイス
～微生物簡易検知センサー～
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発明のポイント

発明の概要

従来技術との比較・優位性

想定される用途

1分子ソーターの実現!!

1分子を検出 1分子を操作分離

・ナノ流路
→1分子が1列に並んで流れる
→1分子の逐次処理

・電気的検出&操作
→超小型化&エレクトロニクスと
のマッチング

検出

ON

スイッチング

直流測定

交流測定

導電率

誘電率→周波数応答

分子内部の局所的な分極
の総和
分子の立体構造に由来

構造の違いを検出!!

大きさは同じでもOK

• 特定空間、排水・下水中、土壌中の微生物の測定・検知。
• 乳酸菌等微生物を含む製造物、製造工程中の品質管理。


